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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】出張、旅行必携品を嵩張らなく、安全に装着し
、出し入れ容易な機構で、財布、コインケースを併用保
持出来て、携帯電話機等の異なる機体サイズに対応可能
な収納機能と、滑落保護機能、装着機能、又、腰ベルト
無しの際にも携行出来、分解と展開可能な構造と、簡素
な意匠性を備えたホルダーを得る。
【解決手段】手帳状体へ収納機能と装着機能、保持機能
を備える手段を備え、シート状板１へ貫通孔１ａを設け
,収束ベルト２と、弾性板３で胴周りを収束し、前後を
突起体４と楔状体５、補強体６で制動する構造体へ、コ
イル状伸縮体付き連繋体Ｂを併設した機体収納体Ａとす
る。手帳状体１０へ開閉着脱体１１と補助バンド１２と
、又、Ｉ字状体と着脱具を取付け、財布状体を着脱する
式の手帳状装着体Ｃとする。又、財布状体へ着脱具付き
Ｓ字状板を備えて物品面上のＩ字状体へ架ける式で着衣
等の縁に装着する保持体とする。更に、鋲打ち模様と家
紋状装飾を施す。
【選択図】図１



(2) JP 3146792 U 2008.12.4

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　手帳状体へ機体収納機能と装着機能、保持機能を備える第一手段と、シート状板へテー
パ状に貫通孔を設け,着脱式収束体と、弾性板で機体胴周りを収束し、前後を突起体と楔
状体、補強体で制動する構造体へ、コイル状伸縮体付き連繋体を併設した機体収納体とす
る第二手段と、手帳状体へ開閉着脱具と補助バンドを備え、又、Ｉ字状体と着脱具を取付
け、財布状体を着脱する手帳状装着体とする第三手段、尚、着脱具付きＳ字状板とＩ字状
体の組み合わせで腰ベルト状体の縁に装着し、内外で物品を保持する第四手段と、更に鋲
打ち模様と家紋状装飾を施す第五手段でなる組立て式手帳型ホルダー。
【請求項２】
　矩形状のシート状板へ貫通孔を設け,帯状収束体と、弾性面板、及び、反転式制脱体を
備えた展開状体を、接着具を介してなる巻き状の収納体へ着脱具付き折りたたみ状装着体
を固着し、手帳状体を逆さ方向で吊るす式のバッグ状体へＩ字状面板と着脱具付きＳ字状
板を設け、物品を架ける式の展開組立て式手帳型ホルダー。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　　出張旅行必携品用ホルダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
出張、旅行において、手帳、カード類、財布、コイン入れ、携帯電話機、デジタルカメラ
等多種の必携品があり、衣服のポケットまたはバッグ、ウェストポーチ等へ収納している
。しかし、嵩張り重いため放置し、紛失の心配がある。又、カメラ、携帯電話機は専用の
箱状ケースを腰ベルトへ垂直方向に吊り下げる式が一般的である。
【０００３】
箱状の場合固形化されているため、不要の際にもバッグの中で嵩張り、機体のサイズが違
う場合ケースが対応できない。滑落保護はカバーで上部を塞ぐ式が一般的であるが、機体
を出し入れする際、不意に滑落する心配がある。又、首廻りに吊るす状態は安定せず、外
観上違和感があり、身体に負担をかける。
【特許文献１】特開2000-316623号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
手帳状体へ多種の出張、旅行必携品を嵩張らなく、安全に装着し、出し入れが容易な機構
で、財布、コインケース、を併用保持出来て、又、カメラ、携帯電話機等の異なる機体サ
イズに対応可能な機体収納機能と、滑落保護機能、装着機能、又、腰ベルト無しの際にも
携行出来、分解と平面状に展開可能な構造と、更に、簡素な構造の意匠性を備えたホルダ
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ーを得る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　手帳状体へ機体収納機能と装着機能、保持機能を備える第一手段と、シート状　板へテ
ーパ状に貫通孔を設け,着脱式収束体と、弾性板で機体胴周りを収束し、前後を突起体と
楔状体、補強体で制動する構造体へ、コイル状伸縮体付き連　繋体を併設した機体収納体
とする第二手段と、手帳状体へ開閉着脱具と補助バンドと、又、内側へＩ字状体と着脱具
を取付け、財布状体を着脱する式の手帳　状装着体とする第三手段、尚、着脱具付きＳ字
状板とＩ字状体の組み合わせで腰ベルト状体の縁に装着し、内外で物品を保持する第四手
段と、更に鋲打ち模様と家紋状装飾を施す第五手段を備える。
【０００６】
矩形状のシート状板へ貫通孔を設け,帯状収束体と、弾性面板、及び、反転式制脱体を備
えた平面状体を、接着具を介してなる巻き状収納体を着脱具付き折りたたみ状装着体へ固
着し、手帳状体を逆さ方向で吊るすバッグ状体へＩ字状面板と着脱具付きＳ字状板を設け
、物品を架ける式とする。
【考案の効果】
【０００７】
手帳状体へ機体収納機能と装着機能、帯状保持体、滑落保護機能を備えることにより一括
して必携品をコンパクトで安全に携行でき、冊子、バッグ、財布等に多岐の面に応用でき
る。機体収納体は収束体と制脱体、及び、連繋体の組み合わせ構造であり,面板上の貫通
孔をテーパ状にすることにより、台形状の収束環を形成するため、機体の挿入が容易で、
適度な密着性が生ずる。又,面ファスナーで接続する式は異なる機体サイズに対応でき、
尚,弾性面板の併用はクッション性が生じ、柔軟性の収束体の環状形を適当に維持出来る
。又、機体前後を補強体上へ突起体と楔状体、補強体で制脱する機構を付加することによ
り安定性があり、着脱が容易で、横挿入式にも対応できる。又、単体でバッグ表面、腰ベ
ルトに応用できる。
【０００８】
又,収納体と機体をコイル式伸縮体で連繋する機能の付加は収納体から離さずに機体を操
作でき、滑落の心配が無く、挿入機体を、収束体を介して絡める式で締着出来、又、コイ
ル部分が機体と面板間で楔状態となり機体の離脱を防ぐことが出来る。又、収束体と連繋
体のみの状態で腰ベルトに装着が出来る。依って、不意に滑落しても常に連繋状態のため
に安全である。
【０００９】
　補助バンドと開閉用着脱具を備えた折りたたみ状装着体にＩ字状板を備え、開　閉着脱
体付き折りたたみ状体を着脱する式を併設する式は、財布、手帳、パス　ポート、コイン
入れ等をコンパクトに保持でき、応用性が拡がる。展開式でシ　ート状板のため、着脱体
の取付けなどの孔加工と、着脱具の取付けが容易で嵩　張らない構造を得られる。板バネ
状のＳ字状保持体とＩ字状面板の組み合わせ　は、容易に着衣等の縁に装着し、内外で財
布状体と機体等を同時に携行でき、腰ベルト無しの際にも応用できる。更に、図５に示す
重なり状の筒状収納体と、鋲打ち模様及び,家紋状装飾を施すことにより簡素な意匠性が
得られる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１０】
機体保持機能と、収納機能、装着機能、滑落保護機能、保持機能を一括して手　帳状体へ
備えて身辺へ装着する形態とし、尚、平面状に展開できる構造とする。
【００１１】
機体収納はシート面へ貫通孔を設けて収束ベルトを挿入、背面側で連結して機体胴周側を
収束する保持環とし、面状着脱体で機体サイズに応じて胴周りに合わせる収束機能と、機
体前後を補強当て板上へ突起体と楔体を備えて制脱する　。
又、柔軟性の保持ベルトで収束された機体は弾性体の反発力でクッション性が生じ、機体
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は張力と反発力で保持する。
【００１２】
又、連繋体のコイル式伸縮体部分は、保持環内の機体に絡めて引っ張り力で締着状態とな
り、又、機体背面に楔作用で制脱される。因って、機体収納体と機体を連結する。
【００１３】
手帳状体へ開閉用着脱具を取付け、装着体として幅広のベルト腰ベルト用とし　て対応さ
せ、又、腰用細ヒモへの装着用として補助バンドを取付ける。又,分解、展開出きる構造
とするため着脱具を応用する。面板上へＩ字状体を備えて、折りたたみ状の収納体を架け
る式と、又、着脱具付きＳ字状面板を着衣の縁　等に装着し、内外で物品を架ける式とす
る。袋状体の縫合部へ鋲打ち模様と家　紋状装飾を施して簡素な意匠性を得る。
【００１４】
又、形状のシート状板へ貫通孔を設け,帯状収束体と、弾性面板、及び、反転　式制脱体
を備えた平面状体を、接着具を介してなる巻き状収納体を着脱具付き　折りたたみ状装着
体へ固着し、手帳状体を逆さ方向で吊るすバッグ状体へＩ字状面板と着脱具付きＳ字状板
を設け、物品を架ける式とする。
【実施例】
【００１５】
図１は全体を示す正面斜視図で、機体収納体：Ａと連繋体Ｂを手帳状装着体：Cへ一体化
している。機体収納体：Ａはシート状板１へ機体胴周り収束用の貫　通孔１aをテーパ状
に設け、着脱体付き収束ベルト（２、2a,2b）と、弾性板　3を備えて、貫通孔1bを介して
機体前後を制動する突起体４と楔状体5、補強　体6を備えている。尚、コイル状伸縮体７
とストラップ（7a、7b）と着脱具８　でなる連繋体：Ｂを機体9と連結している。又、手
帳状装着体：Ｃは手帳状体　10へ開閉着脱体（11、11a、11b）と補助バンド12を取り付け
、又、鋲状体13で形成している。
【００１６】
図2は手帳状装着体：Ｃの内側を示す斜視図で、I字状体14を備え、手帳状体　16を着脱し
、ボタン状着脱具15へは着脱具17a付き財布状体17を着脱する式と　している。又、状挿
し部10aを取り付けている。
【００１７】
図3 はI字状体とＳ字状面板の使用要領図で、財布状体18へS字状体18aと
面ファスナー１８ｂ、I字状体18ｃ を取り付け、腰ベルトへ装着する式の保　持体とし、
外側には I字状体14a付きの手帳状装着体：Cと、内側へはコイン　ケース（19、19ａ）を
着脱する式としている。I字状体は帯状と線状がある。尚、折りたたみ式保持体は面ファ
スナーとスナップボタンを備えて容易に着脱　出来る式としている。又、I字状体を備え
て、パスポート等を吊るす方法で利　用出来る。更に、収納体の縫合部を鋲打ち状態にし
ている。
【００１８】
図４は筒状収納体の展開状態を示し、矩形状のシート状板20 へ、複数の貫通　孔20a,と
、面ファスナー20b、ヒモ通し20c及び、面ファスナー21a付き収束　ベルト21と、弾性板2
2、及び、反転式制脱体（23、23a、23b、23c）を挿入　側へ取り付け、反転式制脱体（24
、24a、24b、24c）を反対側へ備えていて　、両者は展開時と組み立て時のために支点を
介して旋回できる構造としている　。
又、接合部に鋲状体25を施し、又、袋状体へ鋲打ち模様と家紋状装飾26を施す　。
【００１９】
図５は筒状収納体と装着体を示す斜視図であり、展開状体を筒状に組立てた収納体を示し
、制脱体23は機体挿入側で反転して開閉するもので、制脱体24は固定して横挿入型として
いる。又、背面側に開閉用着脱具付き折りたたみ状装着体：Ｅを備えている。図６は筒状
収納体と手帳状バッグ及び保持体の組み合わせ状態を示す全体図で、筒状収納体：Ｄへ開
閉用着脱具付き折りたたみ状装着体：Ｅを
固着された状態を示し、又、手帳の表紙状体を鋲打ち状のバッグ27として、逆さ方向で肩
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板を腰ベルトへ装着し、外側へ収納体を架ける形態としている。
【産業上の利用可能性】
【００２０】
シート状で軽便な構造であるため、旅行用品、宴会用景品、記念品、名刺代用品等に利用
でき、応用が可能で文具、皮革加工、衣服、特産品、化粧品、印章加工、アパレル業界等
に寄与できる。又、廃材、余剰、休眠材料を再生利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】組立て式手帳型ホルダーの正面側全体斜視図
【図２】装着体：Ｃの内側を示す斜視図
【図３】I字状保持体とＳ字状保持体の使用要領図
【図４】展開、組立て式ホルダーの筒状収納体の展開状態を示す平面図。
【図５】筒状収納体と折りたたみ状装着体を示す正面側斜視図
【図６】筒状収納体とバッグ及び、保持体の組み合わせ状態を示す斜視図
【符号の説明】
【００２２】
A：機体収納体、B：連繋体、C：手帳状装着体、D：筒状装着体、Ｅ：折り　たたみ状装着
体、１：シート状板、１a：貫通孔、1b：貫通孔、2：収束ベル　ト2a,2b：面ファスナー
、3：弾性板、4：突起体、5：楔体、6：補強体、　7：コイル状伸縮体、７a, 7b：ストラ
ップ、8：着脱具、9：機体、10：手　帳状体、10a：状挿し部、11、11a、11b：開閉着脱
体、12：補助バンド、13　：鋲状体、14：I字状体、14ａ：I字状体、15：ボタン状着脱具
、16：手帳状　体、17：財布状体、17ａ：着脱具 、18：財布状体, 18a：S字状面板，18
ｂ　：面ファスナー、18ｃ：I字状面板、19：コインケース、19a：Ｖ字状面板、　20：シ
ート状板 、20a：貫通孔, 20b：面ファスナー、20c：ヒモ通し、21　：収束ベルト、21a
：面ファスナー、22：弾性板、23：反転式制脱体、23a：　着脱具、23b：着脱具、23c：
支点カシメ、24：反転式制脱体、24a：着脱具　,24b：着脱具、24ｃ：支点カシメ、25：
鋲状体、家紋状装飾26，
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